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 鋸南町に一足早く春が訪れました。町内各所の頼朝桜は見頃を迎え始めており、佐久間ダム公園には

観光客の姿が多く見られました。

３月１７日からは桜まつり期間が始まります。桜の見物に一度、足を運ばれてはいかがでしょうか。



２ 

エイジレス賞を受賞した高濱氏 

１月２０日、「鋸南町健康福祉まつり」が中央公民館で開催され、

総勢３００名を超える人で賑わいました。健康増進、介護予防な

どを呼びかけるイベントで、多目的ホールでは介護予防活動とし

て各地区（１２地区）で実践されている竹太鼓、健康体操、踊り

や保健推進員による大喜利・健康体操などが披露されました。 

また、内閣府から表彰された高濱
たかはま

久子
ひさ こ

氏のエイジレス賞と、地

区介護予防教室１０周年の芝台地区・岩井袋地区の方々の表彰式

が行われました。 

午後からの第２９回鋸南町社会福祉大会では、福祉功労者の表

彰や福祉作文の発表が行われ、大会宣言として地域福祉活動の推

進、福祉教育の推進、在宅福祉サービスの向上を誓いました。 

ロビーでは、リラクゼーション、血圧、脳内年齢や肥満度・骨

密度測定などのコーナーが設けられ、来場者は楽しみながら自分

の健康データを確認していました。食生活改善協議会は、野菜摂

取の推進やカルシウムおやつの試食品を紹介しました。どんぐり

アートのワークショップやヨガ教室、福祉施設による直売、最後

に「お楽しみ抽選会」が行われ大盛況のうちに閉幕しました。 
 健康体操の様子 

２月４日、佐久間ダム公園にて木更津市鎌足桜保存会より鎌足桜

２本が町へ寄贈されました。

同団体は昨年３月に佐久間ダムの桜を視察に来町されており、今

回桜の寄贈をお申し出くださいました。

鎌足桜は、ヤマザクラの一種で、４月中旬から下旬にかけて開花

する遅咲きの八重桜です。木更津市矢那
や な

で育てられてきた桜で、藤

原鎌足公の伝説からその名で呼ばれています。

今回寄贈された２本は、佐久間ダム湖観光生産管理組合のご協力

により、佐久間ダム公園に植樹されました。

２月４日、鋸南町のことが盛り込まれているカルタを使

用した「鋸南町新春かるた大会」が行われ、鋸南町青少年

相談連絡協議会主催のもと、鋸南町中央公民館にて鋸南小

学校の生徒３４名が参加しました。

会場では札が読まれると、子どもたちは真剣な眼差しで

かるたを探し、とり合いました。

子どもたちは「楽しかったので、また参加したい。」「悔

しかったからまたやりたい。」「鋸南町のことを知れてよか

った。」と笑顔で話していました。



３ 

去る１月２６日に千葉県教育会館において開催された、第１７回千葉県廃

棄物適正処理推進大会において、産業廃棄物関係事業功労者の不法投棄監視

員の部として、奥山の川﨑芳郎
かわさきよしろう

さん（８２）へ千葉県環境生活部長より感謝

状が贈られました。

川﨑さんは鋸南町不法投棄監視員として、平成２２年４月より佐久間地区

を中心に監視・収集を行い、不法投棄防止活動の推進や対策にご尽力されて

います。

また、町内のゴミゼロ運動や一斉清掃といった清掃活動にも積極的に参加

し、美化活動にも尽力され、長年にわたるその功績が認められ、今回の表彰

となりました。

１月２８日に第５７回鋸南町青少年健全育成柔剣道大会

が鋸南中学校を会場に開催され、剣道の部には６３チーム、

柔道の部には２８チームの総勢４００名が出場しました。

剣道柔道それぞれ小学生の部と中学生の部で競われ、町

内からは小学生の部では柔道・剣道共に団体戦で３位入賞、

中学生の部では柔道女子個人戦で長谷川
は せ が わ

秋
しゅう

選手（鋸南中１

年）が準優勝し、地元開催を盛り上げました。

写真は団体戦入賞の剣道チーム

 有害鳥獣対策分野の地域おこし協力隊として委嘱されている

黒澤さんと伊藤さんの２名が、シカによる日本水仙の食害を受け

たほ場において、くくりわなを２月上旬に設置したところ、２月

１３日に初の捕獲となるシカを捕獲しました。

 ほ場の地主は、「日本水仙が食害を受けて、大きな痛手となっ

ていた。自分自身は狩猟免許を所持しておらず、かつ、高齢であ

り十分な対策を講じることができていなかった。協力隊に捕獲し

てもらって大変助かった」と喜びを語りました。

 両名は有害鳥獣の捕獲をはじめ、都市農村交流を目的とした

「狩猟エコツアー」の運営支援などに携わっており、当町におけ

る鳥獣被害対策に新たな風を吹き込むため、今後も地域に溶け込

みながら活動を展開していきます。
左から黒澤隊員、福原さん（小保田区）、伊藤隊員 

 このたび、一般財団法人自治総合センターの宝くじ社会貢

献広報事業による助成を受け、田町区の屋台を改修しました。

 この事業は、地域コミュニティ活動の充実・強化を図ろう

とするもので、改修費用約８５０万円のうち、２５０万円が

助成されています。

今後は、改修された屋台がさらに活用され、今まで以上に

子どもからお年寄りまで幅広い世代が交流できる場となり、

祭礼をはじめとした地域文化が後世へ継承されることが期待

されます。

改修された田町区の屋台 



今年度の鋸南町健康福祉まつりにおいて、芝台

「いきいき会」、岩井袋「エーフラ百寿会」が平成

２０年から介護予防活動を開始し、通算１０年活

動を継続していることを称えられ、表彰されまし

た。

 鋸南町は平成１８年から、認知症の予防をめ

ざし、町民の皆様が主体となり、地区のコミュニ

ティセンター等を会場に、ご近所の方々と予防活

動に取り組んでおります。この取り組みの成果と

して、国や同じ人口規模の市町村に比べ、認知症

やアルツハイマー病で治療する人が少ないという

結果が出ています。 

新聞   「福 寿 草」 

４ 

保健福祉総合センター「すこやか」で毎週月曜日に開

催している「すこやか保田教室」の参加者が、寒さに負

けず、大房岬をポールウォーキングしました。 

大房岬の展望台からの眺めも最高でした。年に数回、

参加者同士の交流を目的としてこのようなイベントも参

加者で企画しています。お近くの方、身体を動かしたい

方、是非、お気軽にご参加ください！ 

「介護者の集い」で、東京ビックサイトの国際展示場で開催

された「介護食の展示会」を見学しました。骨が除かれた調理

済みの冷凍の魚や、糖尿病、腎臓病等の方が利用できる宅配弁

当等が多く展示されていました。見栄えや味も良くなってきて

います。 

平成２８年１１月から役場３階大会議室で開催している「すこやか

勝山教室」の開会日時が平成３０年４月から下記に変わります！ 

毎月第２・４（月）午後１時３０分～午後３時３０分 

認知症：町１８．７％ 同規模の市町村 ２３．１％ 国 ２１．９％

（国保データベース（ＫＤＢ）システムＨ28年度累計より） 



墓
碑
に
こ
め
ら
れ
た
思
い

長
狭
街
道
沿
い
の

昌
龍
寺

し
ょ
う
り
ゅ
う
じ

に
あ
る
高
浜
家
分
家

「
駿
河
屋

す

る

が

や

」
の
墓
石
は
、
武
田

た

け

だ

石せ
き

翁お
う

作
と
さ
れ
ま
す
。
台
座

に
は
石
翁
得
意
の
獅
子
し

し

の
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
立
派
な
墓

石
で
す
。正
面
に
並
ん
で
刻
ま
れ
た
二
つ
の
戒
名

か
い
み
ょ
う

は
夫
婦
で

あ
り
、
そ
の
左
側
「
棟
室
妙
梁
大
姉
」
が
妻
で
、
名
を

百
ひ
ゃ
く

と

言
い
ま
す
。
こ
の
墓
石
背
面
に
は
一
面
、
碑
文
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
百
の
人
と
な
り
を
記
し
た
も
の
で
、
文
は

館
山
藩
に
仕
え
た
儒
学
者

じ
ゅ
が
く
し
ゃ

、
新
井

あ

ら

い

文
山

ぶ
ん
ざ
ん

が
作
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
こ
の
墓
石
は
百
の
死
を
悲
し
む
人
た
ち
が
、
彼
女

へ
の
思
い
を
こ
め
て
作
っ
た
墓
石
の
よ
う
で
す
。
百
と
は
ど

の
よ
う
な
女
性
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高
浜
家
の
先
祖
は
甲
斐
武
田
氏
の
家
臣
板
垣

い
た
が
き

氏
と
言
わ

れ
、
武
田
家
滅
亡
後
に
安
房
国
へ
移
り
、
や
が
て
保
田
本
郷

村
の
名
主
と
な
り
ま
し
た
。
昌
龍
寺
は
高
浜
氏
に
よ
り
慶
長

十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
開
か
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

百
は
高
浜
家
十
一
代
利
安

と
し
や
す

の
娘
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

弟
に
利
則

と
し
の
り

が
い
ま
す
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
百
は
容
姿

よ

う

し

端
麗

た
ん
れ
い

、

奥
ゆ
か
し
く
つ
つ
ま
し
や
か
で
、両
親
は
百
を
溺
愛

で
き
あ
い

し
、
嫁よ
め

に

出
す
こ
と
を
拒こ
ば

む
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め

喜
兵
衛

き

へ

え

利
證

と
し
あ
き
ら

と
い
う
婿む
こ

を
選
ん
で
別
家
を
起
こ
し
、近
く
に

住
ま
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
駿
河
屋
で
す
。

百
は
夫
に
尽
く
し
家
を
守
り
、
親
へ
は
孝
を
尽
く
し
、

下
働
き
の
者
に
ま
で
や
さ
し
く
接
し
、
ま
さ
に
妻
女
の
鏡
の

よ
う
な
女
性
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
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歴史資 
料
館

●連載305 

し
か
し
、
二
児
を
も
う
け
て
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

七
月
十
五
日
に
、
病
の
た
め
三
十
三
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
長
男
金
之
助

き
ん
の
す
け

は
十
一
歳
、
次
男

多
喜
之

た

き

の

助す
け

は
二
歳
で
し
た
。

彼
女
の
死
を
誰
も
が
悲
し
み
ま
し
た
が
、
一
番
悲
し
ん
だ

の
は
夫
喜
兵
衛
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
墓
石
を
建
立

す
る
に
あ
た
り
、
義
弟
利
則
と
交
流
の
あ
っ
た
新
井
文
山
に
、

妻
を
偲し
の

ぶ
碑
文
を
依
頼
し
、
妻
の
戒
名
と
並
び
、
自
分
の
戒

名
「
棟
翁
壽
梁
居
士
」
を
生
前
授
与
さ
れ
、
逆
修
供
養

ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う
く
よ
う

と
し

て
共
に
墓
石
に
刻
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
墓
石
正

面
の
二
つ
の
戒
名
の
陰
刻

い
ん
こ
く

は
あ
き
ら
か
に
同
時
期
の
制
作
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
喜
兵
衛
が
亡
く
な
る
の
は
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
七
月
四
日
。
そ
れ
か
ら
約
四
十
年
後
な
の
で
す
。

そ
し
て
墓
石
は
こ
の
頃
、
腕
を
知
ら
れ
て
い
た
元
名
の
名

工
、
武
田
石
翁
に
依
頼
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
新
井
文
山
と

武
田
石
翁
と
は
親
交
が
あ
り
、
館
山
の
三さ
ん

福
寺

ぷ

く

じ

に
あ
る
文
山

の
墓
碑
は
石
翁
が
制
作
し
て
い
ま
す
。
二
人
は
実
は
同
い
年
。

百
の
亡
く
な
っ
た
時
は
四
十
五
歳
で
し
た
。

駿
河
屋
高
浜
家
は
明
治
後
期
ま
で
保
田
で
雑
穀
商
を
営
ん

で
い
ま
し
た
が
、
後
に
東
京
へ
出
ま
し
た
。
墓
石
の
側
面
等

に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
の
駿
河
屋
高
浜
家
の
方
々

の
戒
名
の
追
刻

つ
い
こ
く

で
す
。

梨
奈
ち
ゃ
ん

０
歳
１０
ヶ
月

〔
杉
田

幸
俊
さ
ん

第
２
子

上
佐
久
間
区
〕

好
き
な
お
も
ち
ゃ
を
見
つ
け
た
ら

ハ
イ
ハ
イ
で
ま
っ
し
ぐ
ら
に
と
り
に

行
き
つ
か
ん
だ
ら
お
口
に
入
れ
て
確

認
す
る
の
。
今
は
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
か

ら
立
ち
上
が
る
練
習
に
夢
中
。
つ
か
ま

り
立
ち
よ
り
も
ハ
ー
ド
な
こ
の
練
習

が
好
み
な
の
。
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
、
そ
っ
く
り
で
大
好
き
な
お
兄
ち

ゃ
ん
と
追
い
か
け
っ
こ
し
て
遊
び
た

い
な
。

名     前 生年月日 両親の名前          地 区 わが子へのメッセージ 

網代
あじ ろ

 小町
こま ち

ちゃん Ｈ30．2．1 圭
けい

佑
すけ

・美
み

弥
や

 （第２子） 両向 健やかに育ってください 

～ ２月２１日までの届出分～ おめでとう！ 

ひ
と

駿河屋墓碑 



６ 

「ス
マ
ホ
老
眼
」

「
ス
マ
ホ
老
眼
」
に
悩
む
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
遠
く
が
ぼ
や
け
る
、
手
元

が
見
に
く
く
な
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
老

眼
に
似
た
症
状
が
出
ま
す
。
ス
マ
ホ
ゲ

ー
ム
や
動
画
鑑
賞
を
楽
し
む
若
い
世

代
に
加
え
て
、
仕
事
で
も
ス
マ
ホ
を
頻

繁
に
使
う
30
～
50
代
な
ど
幅
広
い
世

代
に
ス
マ
ホ
老
眼
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。ス

マ
ホ
老
眼
の
原
因
は
、
物
を
見
る

と
き
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
目
の
機

能
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
目
の
ピ

ン
ト
調
節
を
担
う
の
が
水
晶
体
で
す
。

水
晶
体
は
透
明
な
レ
ン
ズ
で
、
弾
力
が

あ
り
周
囲
を
毛
様
体
筋
が
取
り
囲
ん

で
い
ま
す
。
毛
様
体
筋
は
レ
ン
ズ
の
度

を
調
節
す
る
働
き
を
持
ち
、
遠
く
を
見

る
と
き
は
緩
み
、
近
く
を
見
る
と
き
に

は
縮
ん
で
水
晶
体
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

水
晶
体
と
毛
様
体
筋
の
い
ず
れ
か
に

異
変
が
起
き
る
と
ピ
ン
ト
調
節
が
不

調
に
な
り
ま
す
。
40
代
以
降
に
増
え
る

通
常
の
老
眼
は
、
主
に
加
齢
に
よ
っ
て

水
晶
体
の
弾
力
が
失
わ
れ
る
の
が
原

因
で
す
。
水
晶
体
が
膨
ら
み
に
く
く
な

る
た
め
、
近
く
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
若
い

世
代
に
起
き
る
の
が
、
毛
様
体
筋
の
酷

使
が
原
因
の
目
の
不
調
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
の
長
時
間
作
業
で
、
毛
様

体
筋
が
凝
り
固
ま
っ
た
状
態
に
な
る

と
ピ
ン
ト
が
合
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
長
時
間
連
続
使
用
は
細
か

い
文
字
を
至
近
距
離
で
見
る
う
え
ゲ

ー
ム
な
ど
長
時
間
集
中
し
て
見
続
け

る
こ
と
も
多
く
な
り
目
の
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
眼
精

疲
労
や
頭
痛
、
肩
こ
り
、
吐
き
気
な
ど

で
日
常
生
活
に
支
障
が
で
ま
す
。

ス
マ
ホ
老
眼
の
予
防
や
改
善
で
重

要
な
の
は
、
操
作
時
の
正
し
い
姿
勢
で

す
。
顔
を
画
面
に
極
端
に
近
づ
け
る
こ

と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
寝
転
が
っ
た
姿

勢
で
の
ス
マ
ホ
操
作
も
目
の
疲
労
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
目
か
ら
30

～
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
離
し
て
持
ち
、

視
線
を
少
し
落
と
す
よ
う
に
画
面
を

見
る
と
、
目
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
ド
ラ

イ
ア
イ
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
よ
う

で
す
。
定
期
的
に
毛
様
体
筋
を
休
め
る

た
め
に
時
々
画
面
か
ら
目
を
離
し
外

の
景
色
な
ど
を
み
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の
老
眼
が
起
き

る
40
歳
代
以
降
は
、
水
晶
体
も
毛
様
体

筋
も
い
た
わ
っ
て
、
老
眼
の
進
行
を
加

速
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
白
内
障
や
緑
内
障
と
い

っ
た
加
齢
性
の
目
の
病
気
が
起
き
や

す
い
年
齢
で
も
あ
る
の
で
、
年
1
回
は

眼
科
を
受
診
し
目
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
い
も
の
で
す
。

（
保
健
福
祉
課

健
康
推
進
室
）

アクアラインマラソン２０１８（１０月２１日開催）では、地域間交流と地域の活性化を図るため 

「地域振興枠」参加が設けられました。参加に制限がでる人気の大会に優先的に出場権を得ることが 

出来る３枠を募集します。 

◇開催日  １０月２１日（日） 

◇募集人数 ３名 

◇参加料  マラソン   １２，５００円（４２．１９５ｋｍ） 

      ハーフマラソン ９，５００円（２１．０９７５ｋｍ） 

◇参加資格 ①平成12年 4月1日以前に生まれた者で制限時間内に完走できる者。 

※マラソン6時間・ハーフ3時間10分 

②単独走行が困難な障がいのある者は、伴走者（介護者）を帯同することができる。 

※伴走者手配は参加者が行い、盲導犬の伴走は不可とする。 

◇申込期間 ３月２３日（金）まで 

※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。 

◇申込・問合せ先 B&G海洋センター  ℡５５－４４１１ ※月曜休館 

 鋸南町社会福祉協議会では、千葉県弁護士会協力のもと無料の弁護士相談を実施しています。 

 日常の困りごとから相続や訴訟などの専門的な悩みまで、どんなことでもご相談ください。 

◇日 時  ３月１４日（水）１３：００～１５：００ 

◇場 所  鋸南町ボランティアセンター 

◇対 象  鋸南町民 

◇その他  事前にお電話でご予約ください。その際、大まかな相談内容を伺います。 

      相談時間は原則１人３０分とします。 

◇予約・問合せ先 

 鋸南町社会福祉協議会 ℡５０－１１７４ 



暮らしの情報館 

７ 

お楽しみタイム 「手形をとろう！！」・「コーラルアクトさんによる歌の発表」

◇日 時 ３月１５日（木） 

１０：００～１２：００ 

◇場 所 中央公民館 子育て広場 

◇問合せ先 教育委員会 生涯学習室  

℡５５－２１２０ 

●今月のお薦め 話題の新刊本ぞくぞく入荷！！
★第１５８回芥川賞受賞作入荷！～「おらおらでひとりいぐも」若竹千

わかたけち

佐子
さ こ

 「百年泥」石井遊佳
いしいゆ う か

★第１５８回直木賞候補作入荷！～「くちなし」彩
あや

瀬
せ

まる 「火定」澤田
さわ だ

瞳子
とう こ

 「彼方の友へ」伊吹有喜
い ぶ き ゆ き

★葉室麟遺作・松平春嶽を描く歴史長編！～「天翔ける」葉室麟
はむろりん

★予想不可能なラスト！クライムサスペンス巨編～「天上の葦」上下 太田
おおた

愛
あい

★直木賞作家の新たな到達点！～「砂上」桜木
さくらぎ

柴乃
し の

★「コーヒーが冷めないうちに」シリーズ最新刊！～「この嘘がばれないうちに」川口
かわぐち

俊和
としかず

★最新版小説多数入荷～「星に願いを、そして手を。」青羽
あおば

悠
ゆう

 「きまぐれな夜食カフェ」古内一
ふるうちかず

絵
え

「八月十五日に吹く風」松岡
まつおか

圭
けい

祐
すけ

 「夜行」森見登美彦
も り み と み ひ こ

 「犯罪小説集」吉田
よしだ

修一
しゅういち

 他 

●その他新着図書 

・「詩人なんて呼ばれて」谷川
たにかわ

俊太郎
しゅんたろう

   ・「ぬるい生活」群
むれ

ようこ  ・「サイコパス」中野
な か の

信子
の ぶ こ

・「うつくしい日々」蜷川
にながわ

実
み

花
か

      ・「ずぼらヨガ」崎田
さ き た

ミナ  ・「小林カツ代伝」中原
なかはら

一歩
い っ ぽ

・「種子」ソーア・ハンソン       ・「共食いの博物誌」ビル・シャット  

・「もうレシピ本はいらない」稲垣
いながき

えみ子 ・「すごい足指まわし」ＹＵＫＡＲＩ  

・「大切な人が病気になったとき、何ができるか考えてみました」井上
いのうえ

由
ゆ

季子
き こ

 他 

≪児童本≫ 

★日産童話と絵本のグランプリ受賞作～ 

・「ぎゅっ」ミフサマ          ・「こめとぎゆうれいのよねこさん」えばたえり  

※その他、多数入荷しています！詳しくは鋸南町ホームページをご覧ください。 

◇問合せ先 中央公民館 ℡５５－４１５１ 

成長の記録として手形をとりましょう！

かわいらしくできた作品をお家に飾ってくださいね！ 

ママさんコーラスの卒業ソングもお楽しみに！

大勢の皆様のご参加をお待ちしております。

千葉県では、県内６つの地域に分かれて地域に根差した男女共同参画社会を目指し、広報・啓発活動を行う

「千葉県男女共同参画地域推進員」を募集しています。 

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向け、袖ヶ浦市、木更津市、君津市、富

津市、鋸南町、南房総市、館山市、鴨川市と共に南房総地域７市１町で活動を推進しています。 

◇任  期 ２年間（平成３０年４月（委嘱日）～平成３２年３月３１日まで） 

◇活  動 推進員会議への参加（月１回程度）、地域事業の実施（年２回程）など 

      ※活動に係る交通費は千葉県より支給されます。 

◇募  集 募集人員１名以上。性別不問、お友達同士の応募も歓迎します。 

      詳しく話を聞いてみたい方、推進員として活動したい方、お気軽にお問い合わせください。 

◇問合せ先 総務企画課 企画財政室 ℡５５－４８０１ 



暮らしの情報館 

８ 

４月９日（月）に平成３０年度犬の登録及び狂犬病予防注射を実施しますので、最寄り

の会場で必ず受けられますようお願いします。 

なお、予防注射には問診票が必要となりますので、建設水道課建設環境室までご連絡く

ださい。（登録済の犬の飼い主の方には、後日郵送します。） 

～ご注意ください～ 

○会場へは、犬の体をしっかり押さえられる方がお連れ

ください。 

○当日、雨天の場合は後日に延期することがあります。 

○会場での犬のふんは、必ず飼い主が処理してくださ

い。 

◇問合せ先 建設水道課 建設環境室  

℡５５－２１３３ 

時 間 場 所 

１３：００～１３：２０ 勝山神社前遊園地 

１３：３０～１３：５０ 竜島神明神社境内 

１４：００～１４：１０ 岩井袋青年館前 

１４：２５～１４：４０ 本郷コミセン前 

１４：５５～１５：１０ 中佐久間公民館前 

１５：２０～１５：３５ 旧ＪＡ安房佐久間支店前 

１５：４５～１５：５５ 上佐久間中組コミセン前 

時 間 場 所 

９：００～ ９：１０ 大六コミセン前 

９：２０～ ９：３５ 吉浜駐在所前 

９：４５～１０：０５ 中道台観音寺境内 

１０：１５～１０：３０ 元名青年館前 

１０：４０～１０：５０ 本郷上青年館前 

１１：００～１１：１０ 鋸東コミセン前 

１１：２０～１１：３０ 大崩公民館前 

１１：４０～１１：５０ 町営循環バス奥山バス停前

※登録、注射料金は次のとおりです。 

（おつりのないように、ご用意ください。） 

①予防接種         ３，５００円 

狂犬病予防注射手数料   ２，９５０円 

狂犬病予防注射済票交付手数料 ５５０円 

②畜犬の登録手数料     ３，０００円 

３月１３日（火）から、福祉・介護・保

健に関する申請等の手続きを含めた窓口の

一体化により、町民の皆さまにご利用いた

だきやすくするため、『町民サービスコーナ

ー』は玄関を入って左手の保健福祉課内へ

移転します。 

この移転に伴い、１階ホールとトイレは、

土足のままでご利用できます。（１階集団指

導室及び２階各室は、これまでと同様にス

リッパに履き替えてご利用ください。） 

また、玄関での混雑解消を図り、快適にお待ちいただくことにも努めて参りますので、皆さまのご理解と

ご協力をお願いいたします。 

◇問合せ先 保健福祉課 ℡５０－１１７２ 

トイレ

トイレ

玄　関

現
在
の
場
所

地域包括
支援センター 保健福祉課

町
民
サ
ー

ビ
ス

コ
ー

ナ
ー

３月１３日から



笑 っ て 楽 し く 頭 と 身 体 を 動 か す 会  ～ ３ 月 予 定 ～

Ｂ ＆ Ｇ  Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 

老 人 福 祉 セ ン タ ー 『 笑 楽 の 湯 』 

９ 

暮らしの情報館 

皆様お誘いあわせの上、お越しくださいますよう、スタッフ全員でお待ちしております。

◇開館時間  ９：００～１６：００（入浴時間１０：００～１５：３０）【開館延長あり】 

◇問合せ先  老人福祉センター ℡・Fax５５－８８３０  

団体名 開催日 時 間 場 所 

田町福寿会 
５日  １３：３０～ 

田町コミュ二ティセンター 
１９日  １０：００～ 

楽生会 １２日 ２６日 １４：００～ 淨蓮寺 

小保田すいせんの会 ７日 １３：３０～ 小保田コミュ二ティセンター 

内宿福神会 ７日 ２１日 １３：３０～ 内宿青年館 

浜げんき会 ８日 ２２日 １３：３０～ 本郷浜区コミュ二ティセンター 

芝台生き生き会 １４日 ２８日 １３：３０～ 芝台青年館

エーフラ百寿会 １４日 ２８日 １３：３０～ 岩井袋コミュ二ティセンター 

中原あやめ会 １６日  １３：３０～ 中原コミュ二ティセンター 

友遊会 １３日 ２７日 １０：００～ 中道台コミュニティセンター 

竜島さくら会 ８日 １５日 １３：３０～ 竜島区民館 

笑っはっはの会 ６日 １０：００～ 奥山公民館 

田子の会 ９日 ２３日 １３：３０～ 両向青年館 

中佐久間元気クラブ ９日  ９：３０～ 中佐久間公民館 

富士見クラブ １４日  １３：３０～ 大帷子下コミュニティセンター 

すこやか保田 
※１９日は気功 

６日 １２日 
１３：３０～ 

すこやか ※２６日は１０：３０～ 

※６日はB＆G会場 １３：００～ １９日 ２６日 

すこやか勝山 
６日  １３：００～ B&G海洋センター 

１９日  １０：００～ 役場３階 大会議室 

すこやかポールウォーキングしましょう会 １５日  １３：３０～ すこやか ※雨天中止 

休館日  ３月１２日（月）、１９日（月）、２２日（木）２６日（月）、４月２日（月） 

◇休館日 月曜日 

◇プール利用料（町民） 

小中学生 ２００円、一般 ４００円（幼児は無料） 

◇温水プール開館時間  

１３：００～２１：００ 

※１７：００～１８：００は休憩

※土・日曜日は午前中も開館、日曜日は１７：００閉館 

４月から第１期水泳教室を開催します。申込み受付中！ 

★幼 児    キッズコース 

★小学生    ジュニアコース 

★小・中学生  選手・育成コース 

★一  般   ロコモ教室・生き生き貯筋・楽楽歩行 

◇申込み・問合せ先 Ｂ＆Ｇ海洋センター ℡５５－４４１１ 

開館延長日 １９：００まで（お風呂は１８：３０まで） 

３月１０日（土）、１１日（日）、１７日（土）、１８日（日）、２１日（水）、２４日（土）、 

２５日（日）、３１日（土）、4月１日（日） 



暮らしの情報館 

１０ 

３月  ６日（火） いきいきウォーキング【町報２月号参照】 

    ７日（水） 鋸南小学校PTA資源回収 

    ９日（金） 行政相談 １３：００～１５：００（ボランティアセンター） 

   １１日（日） 移動交番開設１３：３０～１５：００（道の駅保田小学校） 

   １２日（月） 移動交番開設１３：３０～１５：００（中央公民館） 

   １３日（火） 鋸南中学校卒業式 ９：００～（鋸南中学校） 

   １４日（水） 献血【おしらせ版２月２０日号参照】

          弁護士相談１３：００～１５：００（ボランティアセンター）※予約制 ℡５０－１１７４ 

   １５日（木） 親子で遊ぼう仲良し広場【Ｐ７参照】 

          鋸南幼稚園卒園式１０：００～（鋸南幼稚園） 

   １６日（金） 鋸南小学校卒業式９：３０～（鋸南小学校） 

          子育て講座（教育講演会）１３：４５～（鋸南中学校） 

   １９日（月） 子育てサロン１０：００～１２：００（すこやか） 

   ２０日（火） 健康相談 １３：３０～１４：００（笑楽の湯） 

   ２２日（木） オアシス家庭教育相談 １９：００～２１：００（中央公民館）※要予約 ℡５５－２１２０ 

   ２３日（金） １歳６か月児健診 受付１３：００～１３：３０（すこやか）※対象H28.5.1～H28.8.31 生まれの幼児

          移動交番開設１３：３０～１５：００（中央公民館） 

   ２４日（土） まつりばやし教室１７：００～１９：００（中央公民館）※問合せ ℡５５－２１２０ 

２７日（火） 移動交番開設１３：３０～１５：００（道の駅保田小学校） 

３１日（土） 味わいハイキング１５６ お花見ハイキング【おしらせ版２月２０日号参照】 

 ４月 １日（日） 桜まつりにぎわいイベント（佐久間ダム湖親水公園） 

3/17～4/15 
桜まつり開催

～写真さしあげます～ 

広報に掲載した写真をさしあげます。 

一部希望に添えない場合もあります。 

◇総務企画課 広報担当  

℡５５－４８０１ 

人 の 動 き 
世帯数 ３，６７７世帯 （△ ２） 

人 口 ８，０６３人  （△１３） 

うち男 ３，８６８人  （△ ７） 

   女 ４，１９５人  （△ ６） 

２月１日現在
（前月比）

☆安房地域医療センターは、土・日曜日、祝日も 休日救急病院 
℡２５－５１１１ 

３月 

４日（日） 東条病院（鴨川市）    ℡０４－７０９２－１２０７ 

      山本医院（南房総市）        ℡４４－０８９９ 

１１日（日） 館山病院（館山市）              ℡２２－１１２２ 

花の谷クリニック（南房総市）    ℡４４－５３０３ 

１８日（日） 鋸南病院              ℡５５－２１２５ 

２１日（水）  鴨川国保病院（鴨川市）     ℡０４－７０９７－１２２１ 

       原クリニック（館山市）       ℡２４－５７１１ 

２５日（日）  館山病院（館山市）              ℡２２－１１２２ 

花の谷クリニック（南房総市）     ℡４４－５３０３ 

善 意 の 寄 付                       ～ありがとうございました～ 

１月１８日から２月１４日までにいただいた寄付 

寄付件数 ４１件  寄付金額   ４６０，０００円 


